
（土曜日）り

町
田
真
主
任
監

叫

幼
な
子
は
夢
中
で
何
か
を
探
し

一

察
官 、
沼
津
土

山

（
三
島
市
内

撮
影
青
木
久
尚
氏）

…

木
事
務
所
の
石

川

UJJ
f

議
福
岡
翫
Jニ

塚
基一
郎
所
長 、
岨

・
」
fvM
誕
幽
軍民
探
苅

也
蜘
醜明
容一
括

岡
山
田
義
久
検

…

岡

洋
一

；r
＼
週
賜

欝
…

査
監 、
熱
海
土
叫

・帽
〉一
J
づ
康
輔
WA
轍
樹
園
田
恒
顧問
劃

木
事
務
所
の
森

…

ト
旬

よ一
パ一～

？
以
♂
醐

麗
…

田
尚
孝
所
長 、

叫

＼ 一
l
園咽
，

一
m
J

同
萩
原
範
特
検
酬

九
拶
タ
〓．

謀
艶噂
幽
剛
：
凋
雌
幽
．
．

 

霞

査
監
が
出
席
さ
叫

J円仙
十－
叫γ

一

一

凶

遜
麟
雌
）
ぷ
d
圃
摘
叩

れ
た 。

…

隈
畠
回
，
厳
艮
副
聴
よJ十～
V
〆

F

祖
』h一
J

…

来
賓
あ
い
さ
岨

宥
．
潤
岨
圃
．
．
．
．
．
．
 ，
U

与
しい
ー

帽
し
劃

つ
で
は 、
三
島

f

a
圏
、
寸
J
・
田
副
・
圃r
fL
－wiiu』
亡

蓄
基
準
監
督
…
一

樹
JJ E

－
－
a
置
き戸

建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会
亙
建
設
事
業
協
同
組
合
（
小
野

五
回
安
全
大
会
を
六
月二
十
三一
署
の
清
家
宏
造

立

内

通
・
司姐
盟
関

Z
・
・
園
田企
唱
EE

三
島
分
会
（
小
野
徹
分
会
長） 、一
徹
理

Z
E
E
－

i
で
開
催
し一
署
長
は 、
「
自

…
一
市

純

一一

ご

凶

司

君

一
般
社
団
法
人
三
島
建
設
業
協一
業
協
同
組
合
（
山
本
良一
理
事一
た 。

一
社
の
安
全
管
理

叫

ζ
J
一
喝
説
場mw
e
－－山
J
p

t
岨

会
（
小
野
徹
会
長）
二ニ
島
地一
長） 、
4
団
体
共
催
に
よ
る
第一

当
日
は 、
会
員
事
業
所
か
ら一
の
実
態
を
再
点
叫

一
清

一
ー

に
4t
－
4一
撃同
摂ι
週回
F

】
一

a
叫

面オ
司1

1
a
E
引
1
J一
約
1
2
0
人
が
参
加
し 、
安
全一
検
し 、
災
害
発

…

＼

元

空

ム
＼

臨

属

議
J明

γ
ー
…一
一
…

一

蛍

闇

’
M
E
－
－
壬γ

一
一恵
識
の
高
揚
を
図っ
た 。

一
生
の
リ
ス
ク
を

劃

L
T
U

長

睡
眠
艶

＼
y
検
十
一
二

一

凶
J
J

1

j
R

？
γ
・

晶
ザ

一一

冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で 、
小
野一
軽
減
さ
せ
る
取

広

岡

信〉
ド

ぜ

河

凶

軍

事・41
Ji

N一一
比

一

竺
一

長見守，れ
れ

F
K
百
聞
帽
嗣
M
U
邑
監
友
会
長
は
「
改
正
品
確
法
で
は一
り
組
み
を
進
め

一
瞳
開つ
申
s
、

：
苅

園
調

通

積vN t
h－
j

，J
M

一

A一一
一

会

i
i

副司 ．

凶

圃
圃

圏一
適
正
な
工
期
設
定
を
す
る
こ
と一
て
ほ
し
い」
と

一

則

守

会

脳
間

臨

瞬

時…一

了
、
一

一
L一一一
問

調

｜

』

R

W
司
凶
副
E一
が
明
記
さ
れ
た
が 、
こ
れ
は
建一
呼
び
掛
け
た 。

画
期

委 一
k

主

砲
盛
岡
阿
唱
4
1
円、tJ
LAy
r

－
d一7

5

・
a
，

特

品

目一
設
業
界
の
長
年
の
悲
願
で
あ一

沼
津
士

事

関

？
ー

丸

、

凶

野一

足
『一一一一一

ム
一

一

三

側
一

．

園

陸－

当

J一
り 、
安
審
業
に
は
欠
か
せ
な

す
の
石
室

崎

？

皆

既

‘

l
F
：
一一

三
日

一

宏一
一

戸
い
し
・
・

一

＼一
ぃ

fo

i

－

長
と
熱

均
二

‘ ‘
J汁町

議
幽
圃

園
周

兵

J
E

－
－一

笠
一

慌
ii

七
・
薗
圃

・
R
V「

比一
な
工
期
が
設
定
さ
れ
た
後
も
事一
海
土
木
事
務
所

鳴 が
こん
に
おも一f
a
－
－

署

二一
二

、

7
＼

｝
山

一

三
一

蹴

蜘
品

園

・
・

＼ 一

凶

悪
減
ら
な
け
れ
ば 、
内
部
努一
の
森
田

署

I
LL－
－

i
諸
1
ih
i－－z
’L
ET
H－－
－

一

色
一
戸

堀
1

・

司
自
・
・
・
・
園
開
畠
軍一
力
が
足
り
な
い
と
言
え
る 。
安一
長
は 、
「
品
確
法
に
基
づ
き 、

一
願
い
し
た
い」
と
呼
び
掛
け一
月
1

日
か
ら
施
行
さ
れ
る
労
働

一

？
＼
一
L
粧
し
i
i
L
F
幽
・
・
・
・
1
aE一
全
大
会
は 、
無
災
害
を
蓄
い
合一
発
注
者
責
任
を
十
分
踏
ま
え
た一
た 。

一
安
全
衛
生
規
則
に
よ
り
足
場
か

一

陸
一

い

γ
；l
a
－
－J

J
L
戸h
u一
う
場

一

と
し
て
捉
え 、
一
層
の
意一
工
事
の
発
注
等
を
推
進
し
て
参一

こ
の
後 、
一二
島
労
働
基
準
監一
ら
の
墜
落
防
止
の
た
め
の
措
置

一
叫4
g一
「

’
－
a
EE
’
E
E
－
－
－
－－一
識
の
高
揚
を
期
待
す
る」
と
呼一
り
ま
す
が 、
皆
様
方
に
お
い
て一
督
署
の
町
田
真
第二
方
面
主
任－
が
強
化
さ
れ
る
改
正
内
容
等
に

－
Z
E一
圃

・－

一
－
－
－
－
－
－
－
－－一

一

一

一

一

r
一一
－

l
a
a
－
－
・
冒
a
・
・
・一
び
掛
け
た 。

一
も 、
安
全
対
策
等
受
注
者
責
任一
監
察
官
が 、
特
別
講
演
「
建
設一
つ
い
て
述
べ
た 。

一
～
凶

圃

且且
・ョ
咽
ぺ

‘
aa

－
－
－一

ま
た 、
当
日
は
来
賓
と
し一
を
果
た
し
て
い
た
だ
く
と
と
も一
現
場
に
お
け
る
安
全
衛
生
管
理一

参
加
者
は 、
直
前
に
迫
っ

た

一

ぷ

EFFI－－』園田園－F
・’
J

I

－－・一
て
二二
島
労
働
基
準
監
督
署
の一
に 、
こ
の
大
会
を
契
機
に
よ
り一
に
つ
い
て」
に
お
い
て 、
建
設一
制
度
改
正
等
を
熱
心
に
聞
き

「lL園周lNUVIlli』・・温・・・・E，開制同一
清
家
宏
造
署
長 、
同
第二
方
面
二
層
の
安
全
意
識
の
高
揚
を
お一
業
労
働
災
害
の
実
態 、
及び
7一
入っ
て
い
た 。

庁

玉

、
所
教
ふ
工
浜
同

一
険
度
判
定
の
た
め 、
現
存
す
る一
と
に
返
っ

て
チェ
ッ

ク
し
た
上一
め
て
い
る 。
法
律
を
合
め
た
技

R

！

れ

庁
務

昨
時
繕
年
、

一
建
物
や
半
倒
壊
の
も
の
を
中
心一
で
再
確
認
し
て
い
く 。

一
術
力
を
高
め 、
普
段
の
業
務
を

R
J
樽
川
勉

完
J

皐

ぷ

一
に
見
て
回っ
た 。
苦
労
し
た
の一

部
下
馬
し
て
注
意
し
て
い一
確
実
に
こ
な
し
て
い
く 。
ま

4・
7

土

卿
土
長

務
理
理
所

一
は 、
駐
在
地
が
現
地
に
な
く 、

一
る
こ
と
は 、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
l一

た 、

書
住
宅
の
今
沢
団
地
の

圃
ャ、

津

1
私
課
財
管
代
務
職一
四
国
か
ら
毎
日
フェ
J
l

で
行
γ

ョ
ン
に
つ
い
て 。
〆
1

ル
の

了
ニ
ュ
l

ア
ル
が
進
行
す
る o

hw
、

沼

b
i
l

l

浜
宅
会
営
長
事
現一

1

一

一

有 司

県

崎
H川
歴
年
住
員
経
諜
木
月一
き
来
し
た
こ
と
だ
っ

た 。
「
壊一
や
り
取
り
で
効
率
的
に
なっ
て一
本
庁
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
事

岡
監

制一
則一ん

略
叩
築
委
年
課
土
4

一
れ
た
も
の
を
見
て 、
建
築
物
ま一
い
る
が 、
隣
の
人
が
何
を
やっ一
業
を
進
め
た
い
考
えた 。

静
技
、

土
州

【
叩
建
育

3
事
松
年一

l一

1

、
、

、｝

一

一
I

1

一
ま
じ
め
に
耐
震
対
策
を
行
う
の一
て
L
る
の
カ
わ
カ
ら
な
L
状
況一

休
日
は
サ
ッ

カ
ー

ゲ
l

ム
で

大
学
卒
業
当
時
は
設
計・
監一
の
技
術
職
は
何
を
や
る
の
か
わ一
が
大
切」

；
l

，

l

－
’

楽
し
む 。

理
の
仕
事
が
希
望
だ
っ

た
が 、

下
ら
な
か
っ

た 。
住
宅
や
工
場一
と
痛
感
し

主
陰

ヤ
ト

？』

h九日
台
に

？』

シ
ニ
ア
の

担
当
ゼ
ミ
で
相
談
し
た
と
こ
ろ一
の
建
築
確
認
申
請
で 、
書
類
審一
た 。
住
宅

4
正
A
「
1
A ｜
》tu司
仁
L
出コ
ノ
》ι
‘

チ
l

ム
に

一

一

－
－
ノ－
－
ノ

ll
Ae
d．－
，

公
務
員
が
向
い
て
い
る
の
で
は一
査 、
検
査
が
主
な
仕
事 。
先
輩一
地
で
特
に

l

’

’

一

2
つ
所
属

と
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け 、
試
験一
に
法
律
の
知
識
を
教
え
て
も
ら一
古
い
建
物
の
倒
壊
は
衝
撃
的一
も
あ
る 。
チ
ー

ム
で
仕
事
を
し一
し
て
い
る 。
ま
た 、
静
岡
マ
ラ

に
パ
ス
し
た 。
「
大
学
で
学
ん一
い
基
礎
が
で
き
て
よ
か
っ

た
と一
だ
っ

た 。
「
建
築
を
や
る
者
に一
て
い
る
の
で 、
無
駄
と
思
わ
れ一
ソ
ン
に
出
場
す
る
な
ど
大
会
が

だ
技
術
を
生
か
し
て
公
の
仕
事一
思っ
て
い
る 。

一
と
っ

て
は
教
訓
に
な
っ

た」 。
一
て
も
言
葉
で
面
と
向
か
う 。
本一
近
く
な
る
と一
日
お
き
に
練
習

に
就
き
た
い」
と
思っ
た 。

一

思
い
出
に
残
る
経
験
は 、
阪一

仕
事
上
で
気
を
付
け
て
い
る一
人
と
直
接
話
す
こ
と 。
チェ
ッ一

に
励
む 。
静
岡
市
駿
河
区
出

最
初 、
静
岡
西
土
木
事
務
所一
神
淡
路
大
震
災
で
派
遣
さ
れ
た
て」
と
は 、
「
基
本
に
忠
実
に 、

一
ク
後 、
さ
ら
に
確
認
し
た
上
で一
身 。
奥
さ
ん
と
娘
さ
ん
の
3
人

（
当
時）
に
赴
任 、
2
年
後
に
τ」
と 。
震
災
後
わ
ず
か
2
1
3一
基
本
に
返
る
意
識
を
持っ
て
今一
次
に
進
む 。

一
で
静
岡
市
清
水
区
に
お
住
ま

組
織
改
編
で
藤
枝
土
木
事
務
所一
週
間
で
の
現
地
入
り
で
現
場
は一
の
仕
事
を
見
つ
め
直
す」
こ一

業
務
で
は
日
常
的
行
政
サ
l一

い 。
1
9
5
8
年
2
月
生
ま

に
所
属
し
た
が 、
ま
だ 、
行
政一
悲
惨
を
極
め
て
い
た 。
応
急
危一
と 。
経
験
だ
け
に
頼
ら
ず 、
も一
ビ
ス
を
円
滑
に
す
る
こ
と
に
努一
れ 、
町
歳 。
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ホ
ー
ム
ペ
I
ジ
リ
ニ
ュ
I
ア
ル
ヘ

総
務
委
が
第
2
回
委
員
会

三
島
建
設
業
協
会
総
務
委
員

会
（
山
本
良一
委
員
長）
は
六

月
九
日、
三
建
中
会
議
室
に
お

い
て
第二
回
委
員
会
を
聞
き 、

就
業
規
則
等
の
改
正
や
ホ
1

ム

ペ
ー

ジ
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
な
ど

に
つ
い
て
の
検
討
を
行っ
た 。

委
員
会
で
は 、
事
務
局
職
員

の
就業
規
則 、
給
与 、
退
職
手

当 、
旅
費 、
被
服
貸
与
規
程
の

改
正
や 、
嘱
託
取
扱
規
程
の
新

設
に
つ
い
て
議
論
を
行っ
た 。

ま
た 、
ホ

ー
ム
ペ
ー

ジ

の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
化
に
つ

い
て
は 、
ト

ッ
プ
ペ
ー

ジ

の
デ
ザ
イ
ン

を
変
更
す
る

他 、
会
員
用

緊
急
連
絡
網

や
災
害
時
の

ブロ
グ
な
ど 、

新
た
な
コ
ン

テ
ン
ツ
を
盛

り
込
む
よ
う

意
見
が
挙
げ

親

子

卯

人

募

集

8

／
却
に
親
子
見
学
会

三
島
建
設
業
協
会
企
画
委
員

会
（
石
田
龍
夫
委
員
長）
は
七

月
七
日、
三
建
中
会
議
室
で
第

一
回
委
員
会
を
聞
き 、
2
0
1

5
年
度
事
業
に
つ
い
て
検
討
し

た 。冒
頭
で
あ
い
さ
つ
に
立っ
た

石
田
委
員
長
は
「
わ
れ
わ
れ
が

毎
年
行っ
て
い
る
親
子
現
場
見

学
会
は 、
子
ど
も
た
ち
に
建
設

業
の
魅
力
を
知
っ

て
も
ら
う
重

要
な
事
業 。
今
回
も
中
味
の
濃

い
有
意
義
な
イ
ベ
ン
ト
と
し
た

い」
と
述
べ
た 。

委
員
会
で
は
日
年
度
事
業
に

つ
い
て
議
論
し 、
現
場
親
子
見

学
会
は
八
月二
十
日
実
施
で
決

定
し
た 。
募
集
要
項
は
次
の
と

お
り 。

1
見
学
白
及
び
見
学
場
所

・
見
学
日
8
月
初
日
（
木）

．
見
学
場
所

①
N
E
X
C
O
東
日
本
発
注

「
東
京
外
環
自
動
車
道
国
分

工
事」
（
鹿
島・
大
林
特
定

建
設
工
事
共
同
企
業
体
施

行）
②
東
京
デ
ィ

ズ
ニ
ー

シ
｜

2
参
加
募
集
方
法・
公
募

3
募
集
対
象
者・
小
学
生・
中

学
生
と
そ
の
保
護
者

4
募
集
定
員
及
び
締
切
日

・
親
子
時
組
（
卯
人） 、

・
締
切
日
8
月
7

日
（
金） 、

先
着
順
に
受
付 、
定
員
に
な
り

次
第
締
切
日
前
で
も
取
り
扱
い

を
打
ち
切
る 。

5
参
加
費・
小
学
生・
中
学
生

県
庁
で
観
る

伊
豆
縦
貫
道
に
乗っ
て
暫

く
車
を
走
ら

仕
る
と 、
迫
力

の
存
在
感
を
醸
す
岩
山
を
目

に
す
る 。
伊
豆
の
ジ
オ
サ
イ

ト
の
象
徴
の一
つ 、
「
城
山」

だ 。そ
の
城
山
の
山
容
を
県
庁

建
物
内
で
も
見
る
こ
と
が
で

き
る 。前

田
光

一
先
生
の

版
画
作
品

「
城
山」

だ 。
故
郷

の
原
風
景

を
彩
り
鮮

や
か
に
描

写
す
る
前

ーー「

城三
叫i主

（
伊
豆
の
国
市）

田
先
生
の
作
品
は 、
春
陽

展・
静
岡
県
芸
術
祭
な
ど

で
数
々
の
賞
を
受
賞
し
て

い
る 。前

田
先
生
の
作
品
「
城

山」
は 、
慌
し
く
働
く
県

政
の
中
枢 、
県
庁
交
通
基

盤
部
長
室
前
の
廊
下
に
飾

ら
れ
て
い
る 。

（原画はカラ ー作品です）

ら
れ
た 。
こ
れ
ら
の
議
案
に
つ

い
て
は
今
後
聞
か
れ
る
正
副
会

長
会
議
に
上
程
す
る
こ
と
を
決

め
た 。

企画委

2 ，
5
0
0
円

・
大
人
5 ，
5
0
0
円

・
支
払
方
法
当
日
現
金
（
お

釣
り
の
な
い
よ
う
準
備
願
い
ま

す 。）
6
交
通
手
段・
大
型
パ
ス
2
台

7
集
合
場
所

－
伊一豆
洋
ら
ん
パ
l

ク

．一二
島
建
設
業
協
会

－
伊
東
市
建
設
業
協
同
組
合

．
多
賀
地
区
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン

前・
国
際
専
門
学
校
熱
海
校
前

8
申
込
方
法
三
島
建
設業
協

会電
話
0
5
5
1

9
7
5
｜

O

QU
QU
ワム

F
A
X
0
5
5
1

9
門i

l
l

－
9
8
4
 

※
F
A
X
の
方
は
送
信
後
必
ず

電
話
し 、
応
募
状
祝
等
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い 。

こ
の
他
マ
建
設
業
を
め
ぐ
る

最
近
の
動
き
等
に
係
る
情
報
交

換
マ
会
員
事
業
場
に
お
け
る
情

報
化
事
業
へ
の
取
り
組
み
強
化

方
策
マ
伊一旦
半
島
ジ
オ
パ
l

ク

認
定
へ
の
協
力
等
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
実
施
し
た 。

鷺
草
の
舞
と
や
風
に
匿
（
か
く

ま）
は
れ

日
差
子

広
島
を
語
る一
日
の
蝉
時
雨

日
差
子

親
子
し
て
高
原
タ
ベ
の
ビ
l

ル

か
な

マ
サ
子

泡
白
く
夢
の
続
き
か
水
中
花礼

子

白
扇
は
母
の
形
見
や
蔵
座
敷和

子

白
茜一微
や
バ
ッ

ハ
流
る
る
チ
ャ

ペ
ル
の
夜

文
代

熱
帯
魚
浮
き
上
が
り
で
は
目
が

合
ひ
ぬ

藍
子

回
想
の
混
然
と
し
て
木
下
闇文

子

タ
風
に
空
蝉
か
ろ
く
落
ち
に
け

り

ツ
ト
ム

朝
潮
の
紺
に
染
ま
り
ぬ
夏
日
影

泰
子

夏
暁
や
ラ
ジ
オ
に
和
む
流
行
歌

（
は
や
り
う
た）

十
四
男

昼
寝
し
て
余
命
を
延
ば
し
を
り

に
け
り

た
つ
お

か
す
か
に
も
泡
の
肱
き
ソ
l

ダ

水

冴
栄

梓
川
避
暑
と
い
う
名
の
ハ
イ
キ

ン
グ

孝
子








